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1研 究 主 題

自分 な りの よさを生か し,音 楽活動 を楽 しあ る児童 を育 て る指導 の工 夫

児童が選択 する学習活動を通 して

1研 究主題設 定の理 由

人間 は,生 涯 を通 して,自 己実現 を したいといっ も願 って いる。それが満 たされた時に生

きることへの充実感 を持 ち,得 られ なか った時に疎 外感 を持つのであ る。 また,自 己実現 を

したという喜びは,自 分だ けに とどま らず に周 りに もそれが伝わ り,さ らに自己実現への意

欲 を喚起 させ るもので ある。

自己教育力 とい うことが,近 年問題にされてい るが,人 生の基礎をっ くる少年期 に,音 楽

を通 して 自分 を表現 す る喜び を知 り,音 楽を愛好す る心情 を育て ることは,豊 か な人間の育

成にっなが り,非 常に大切 であると考え る。

児童は,本 来一人一人が,個 性豊か な存在である。音楽科は,そ の内在す る個性 を学習活

動を通 して具現で きる教科であ る。つ まり,児 童は,音 を通 して 自己表現す る楽 しさを得 る

のであ る。 しか し,画 一的 な授業 は,一 人一人 の児童の持つ豊かな個性 に十分に対応で きな

い。

古来,人 間は,音 や リズ ムや言葉を通 して 自分の意志や感情を相手 に伝えて きた。表現 は

伝達手段であ った。音楽は,そ こか ら発達 して きたので ある。音楽 の喜び は,創 造的 な自己

表現 にあ る。 その喜 びの表現 は,他 の人 々の心 を も豊か にす る。

本研究では,教 師が,一 方的に価値 を押 し付ける授業 に陥 らないたあに,児 童が選 択する

活動 に焦点をあてた。児童が,主 体者 となって曲や楽器,表 現方法等 を選択す ることによ り

自 らめあてを もって学習で き,題 材 を自分の課題 として よ り主体的に とらえ ることがで きる。

また,教 師は,そ の題材に適 した方法で,児 童 一人一人の思いや願 いが発揮で きる場 と時間

を用意 し,学 習活動の中で児童が き らめ く瞬間を見逃 さず に しっか りと受 け止めてい くこと

が肝要であ ると考え る。その成就感や満足感の積 み重ねの 中で,児 童 は,生 き生 きと生活 す

るようにな るであろ う。

そこで,こ れまでの指導を振 り返 るとと もに,音 楽活動を楽 しめ る児童 を育て る指導の工

夫を究明す るために,本 主題を設定 した。

2研 究仮説

児童 は,個 性 や可能性な ど,そ の子 に しかないよ さを もって いる。そのよさを自 ら生か し

音楽を愛好 する ことにより,豊 かな情操が養われ ると考 える。 そこで本年度 は,音 楽活動に

お ける児童 の選択す る学習活動に焦点 を当て,次 のよ うな研究仮説を設定 し研究を進めてい

くことと した。

児童 は,選 択す る学習活動 を行 うことによ り,音 楽活動 に対す る思 いや願 いが

尊重 され,自 分 なりのよ さを生か し,音 楽を楽 しむよ うになるであろ う。
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3研 究の全体構想図

教育課程編成の基準の改善のね らい

心豊かな人間の育成

・基礎基本の重視 と個性教育の推進

・自己教育力の育成

・文化.伝 統の尊重と国際理解の推進

小学校教育の指導方針 ↓

ア.音 楽を愛好す る心情 と音楽 に 音楽科の 目標 児童の実態

対す る豊かな感性の育成を図 る。 【学習指導要領】

イ,児 童一 人一 人が 個性 を 発揮 し, 表現及び鑑賞の活動を ・新 しい こと に興 味 ・関心

創造的に音楽にかかわ ることが 通 して,音 楽性の基礎を が高 い。

で き るよ うにす る。 一 培 うと と もに,音 楽を愛 一 ・学 習の 中 に 自分 の よ さを

ウ.児 童 一人 一人 の よさや可 能性 好する心情 と音楽に対す 生 か し切 れ て い ない。

を 発見 し,伸 長 を図 る。 る感性 を育 て,豊 か な情 ・自信 を もって 表現 で きな

エ.音 楽 を生 活の 中 に主 体的 に生 操 を 養 う。 い傾 向が あ る。

かす態度や習慣を育成する。

[東京都教育庁指導部要覧]

↓

研 究 主 是頁

自分なりのよさを生か し.音 楽活動を楽 しめ る児童を育てる指導の工夫

児童が選択す る学習活動を通 して

甚

研 究 仮 説

児童は,選 択す る学習活動を行 うことにより,音 楽活動に対す る思 いや願いが尊

重 され,自 分な りのよさを生か し,音 楽を楽 しむようになるであろう。

↓

研 究 内 容

【授 業 の 改 善 の 視 点】
・学習過程に選択する活動を取 り入れ る。
・児童の よさを生 かせ るよう,学 習形態 に配慮す る。
・児童の思いを受 け止めるために,学 習カー ドを効果的に活用す る。

【研 究 方 法】
・児童の実態調査 ・文献研究 ・資料収集 ・授業研究

↓

目 …F旨 す 児 童 像

自分な りのよさを生か し.音 楽活動を楽 しめる児童

児童が選択する学習活動を通 して 一

・音楽のよさや美 しさを感 じ取れる児童

・思 いや願 いを生か して表現 しようとす る児童

・お互いの音楽表現 のよさを学 び合え る児童
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H研 究 の 内 容

1児 童の実態

所属校の児童の実態調査か ら,次 の ことがわか った。

・新 しい曲を知 ることを楽 しいと感 じてい る。

・演奏 した ことの ない楽器を見 ると演奏 した くなる。

・いろいろな曲をた くさん聴 くこと,歌 うこと,合 奏す ることが好 きであ る。

・自分の声や,表 現能力 に自信が もてない。

・人前で表現す る ことに積極的になれ ない。

これ らは,知 識,技 術の注入主義的な指導が なされがちであ ったことに対 す る反省か ら,

徐 々に指導法が改善 され,児 童の音楽活動 に対す る意欲が育まれて きて いるととらえる こと

がで きる。 しか し,音 楽 に対す る感性 や表現 などにおけ る自分の よさが分か らないために自

信がない とい う実態 も明 らか にな った。 それ は,思 い通 りに演奏で きなか った ときの ことや,

人 と違 う表現 をす ることを恐れ るなど,心 理 的な圧迫感 も影響 して いると思われ る。 そ こで,

以上の ことを まとある と次の よ うになる。

・新 しい こ とに興 味 ,関 心 が 高 い。

・学 習 の 中 に 自分 の よ さを 生 か し切 れ て い な い
。

・自信 を も って 表現 で き ない 傾 向 が あ る。

2目 指す児童像

音楽 には,言 葉では伝 え られ ない思 いを,音 を通 して感 じた り表現 した りす る喜びがある。

この鑑賞や表現の活 動を,自 分 なりの よさを生 か して積み重ね ることにより,音 楽の楽 しさ

を味わ うことがで きると思 われ る。 それ とともに,音 楽 に対す る感性が養われ,心 豊 かな児

童が育っ と考え られ る。

授業の中で音楽を楽 しむ児童の姿 と しては,次 の ような ことが あげ られ る。

・出会 った音楽のよ さや美 しさを感 じ取 ることで,そ の楽曲への自分 なりのかかわ り方 を

考え,進 んで活動 する気持 ちが高ま る。

・一人一人が,自 分のよさを生か して表現 しよ うとす ることによって,音 楽に対す る思 い

や願 いが達成 され る。

・お互 いのよ さを発見 し,認 あ,学 び合いなが ら影響 し合 うことで,よ りよい表現 に向か

って意欲がわ く。

このよ うに,目 指 す児童像を描 きなが ら授業 の改善を進 めた。

この児童像を実現 す るたあに,教 師 は,児 童の実態を十分 に把握 し,一 人一人の個性 や音

楽への願 いを生かす ことがで きる活動場面を用意す るとともに,見 通 しを持 って支援 してい

くことが必要であ る。

ここで は 「自分な りのよ さを生かす」 と,「 音楽活動を楽 しむ」にっいて以下述べ ること

とす る。
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(1)自 分な りの よさを生 かす

子 ど もには,本 来 その子 に しか ないよさがある。音や音楽に対 する感 じ方や,興 味 ・関心

の示 し方 も,そ れぞれ異 な って いる。 この違 いは,一 人一人 のよさに通 じる ものであ り,そ

の よさを生 か し,主 体 的に音楽活動を進め られ る児童を育成 す ることが,こ れか らの音 楽科

にお いては大切 である。

しか し,実 際には教師主導的な指導法や技術偏重の傾向があ り,一 人一人の児童が 自分 な

りの感 じ方 や考 え方 を生か し切れていない現実が ある。

そ こで,こ れか らは,児 童のわずかな変容 に も目を向け,い ろいろな音楽活動の 中で,児

童が意欲的 にな って いるところを見付け,認 めて い くことが大切であ ると考えた。 その たあ

には,児 童一人一人が 自分のよ さに気付 き,「 自分 はこれな らがんばれ る。」 とい う意欲の

基 に,よ さを生か して活動 していけるよ うな授業の実現 に努 める ことが必要である。

よさを生 かす ためには,教 師は児童に対 して愛情あ る共感 的な態度で接 し,児 童の実態を

よ く把握す る とともに,児 童の心の動 き,即 ち,興 味 ・関心 ・意欲な どを大切 に した指導を

心が ける ことが重要であ る。 また,一 人一人のよ さが発揮で きるよう,教 材選択や教材提示

の工夫 を し,学 習形態の配慮 にも留 意する ことが大切 である。

(2)音 楽活動 を楽 しむ

児童が音楽 を楽 しいと感 じるのは,音 を出 してみた り,曲 が うま く演奏で きた り,気 に入

った曲を繰 り返 し聴 いた り,ま た頭 に うかんで きたメロデ ィーを口ず さんだ りす る時 など,

様 々で ある。

音楽活動で は,自 分の表現す る音 が,互 いの音楽表現 の中に溶 け込んでい くという喜 びを

感 じることがで きる。また,音 楽 を聴 くことによ り,よ さや美 しさを感 じることは,豊 かな

創造性を育み,児 童一人一人の思 いやイメージを広 げることがで きる。 このよ うな音楽活動

でのわ くわ くす るよ うな経 験の積み重ねが,学 ぶ ことの満足感や成就 感にっなが り,自 らの

表現の意欲へ とっなが ってい くので ある。

音楽活動 を楽 しむたあ には,児 童 自 らが こう してみたい とい う意欲を もち,自 分 なりの表

現が,よ り美 しい音楽を求め る活動 の中で生か され,音 楽に感動 しなが ら,さ らに深 ま りを

求 めてい くことが大切で あると考え る。

〈児童が音楽活動を楽 しむ条件 と児童の姿 の例 〉

ア 学習活動のね らいが分か り,自 分に合 ったや り方で行え ること。

「な るほどそ うか」 「こうしてみよ う」

イ 教材が魅力的であ ること。

「や ってみたい」 「聴 きたい」 「いいなあ」

ウ 活動が児童の主体性を生か し,多 様 で魅力的であ ること。

「楽 しい」 「もっとや りたい」 「もっとよ くしたい」

工 学習 のそれぞれの過程 において成就感,満 足感を得 られ ること。

「や った」 「で きた」 「わか った」

オ 友達 や教師 との人間関係が温 かい雰 囲気で あること。

「がんばれ」 「よか ったね」 「す ごいなあ」

5



3児 童が選択する学習活動

これ までの学習活動 は,ど ち らか とい うと,教 師主導 で知識や技術などを教え込み,そ れ

に沿 った活動を進あてい くことが多か った。 このよ うに児童の活動が決 め られ た方法でのみ

行 われ る と,そ の子な りのよさを,十 分 に発揮 す ることがで きない。 その ため,言 われた こ

とを言われ た通 りに していればよいとい う,受 け身的な態度 にな ることが多 く見 られた。

そ こで,音 楽の学習の中で,児 童が 自 らのよ さを生か して,主 体的に学習 して い く能力や

態度 を育て るたあ に,選 択す るとい う活動 に焦点を絞 り,テ ーマに迫 る ことと した。

(1)選 択す る学習活動の とらえ方

選択す る学習活動 とは,音 楽の学習 において,表 現 を工夫 した り鑑賞 を深 めた りす る時

に,児 童が 自分な りの思いや願 いに沿 って,学 習の内容や学習活動を選択す る主体的な活

動 の ことで ある。 ここで は,児 童が 自分の思いを実現 するたあに選び取 る活動の全てを,

選択 す る学習活動 と考えた。い くつかの選択す る学習活動の場面を挙げ る。

ア 自分に合 った聴 き方 を選択す る。

イ 選曲をす る。

ウ 表現手段を選択す る。

(歌唱 ・鑑賞 ・器楽等)

工 楽器を選択す る。

オ パ ー トを選択 す る。

力 表現の仕方を選択す る。

キ 次の学習のああてを選択す る。

力 表現の仕方 の例

・楽 譜 に 自分 な りの工 夫 を 加 え る。

・伴 奏 を考 え る。

・イ メ ー ジに合 うよ う,音 を 選 ん だ り,身 体

表 現 を考 え た りす る。

・即 興 的 な リズ ム問 答 ,ふ し問 答 を す る 。

・互 いの よ さを取 り入 れ る。

(2)選 択す る学習活動 の効果

音楽の授業の中に,選 択す る という学習活動 を意図的 ・計 画的に取 り入れて い くことに

よ り,次 のよ うな効果が あ り,児 童 は音楽活動を楽 しめるよ うになる。

・ 児童の思いや願 いが尊重 され,自 分のよさが生 かされ る。

・ 学習のめあてが明確 にな り,活 動が焦点化 され る。

・ 学習意欲が高ま り,主 体的 な音楽活動が展開 される。

(3)教 師の配慮事項

・ 児童の実態を十分 に把握す る。

・ 児童が選択 す る学習活動の内容を吟味 して計画 を立て る。

・ 児童が見通 しを持 ち,主 体的 に取 り組 めるよ うな学習展開を支援す る。

・ 自分な りのよ さが発揮で き,認 め合え るよ うな学習環境をつ くる。

・ 児童の思 いや願 いが生 かされて,学 習が進 め られ たかを評価す る。
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4授 業の改善 と指導事 例

選択す る活動を通 して,児 童が 自分 な りのよさを生か して,音 楽活動を楽 しめ るよ うにす る

ためには,ど の ような授業の改善が考 え られ るかを,授 業実践 を通 して追究 した。 ここで は,

い くつかの有効 と思われ る具体例を示 しなが ら述べ る。

(1) 学習過程 に選択す る活動を取 り入れ る

児 童 の 思 考 の 流 れ に基 づ い て 学 習 過 程 を 考 え た。 そ の 過 程 を,〈 出 会 う 〉,〈 感 じる 〉,

〈深 め る 〉,〈 め ざす 〉の4つ の 段 階 に分 け,そ れ ぞ れの 過 程 にお け る児童 の意 識 を重 視 す る

こ とに よ り,個 々の思 いを 大 切 にで き る と考 え た。

〔*下 記の 選 択 す る活 動 ア ～ キ はP.6参 照 〕

学 習 *選 択 す る
学 習 活 動 予 想 さ れ る 児 童 の 意 識

過 程 活 動

出会 う 聴 く 「い い な あ 」 ア

/ イメ ー ジを もっ 「こ う じゃな い か な 」

感 じる 思いを もっ 「や って み たい 」 イ ウ

音 に表 してみ る 「こ う した らど うか な 」 ↓ エ オ

‡
練習す る 「これが い い 」 カ

深 ある 交流を通 して高 め合 う 「この 表現 もい い な 」 「あ れ,ち が うな 」

客観性 を もって磨 き合 う 「～ に ちが い な い 」

納得の い く表現をっかむ 「で きた 」 「わ か っ た 」 「す ごい な あ 」
Ψ Ψ Ψ

認 あ合 う 「よか った ね 」 「あん なや り方 もあ るの か 」

振 り返 る 「うれ しい な 」

あざす 新 たな意欲を もっ 「もっ とや りた い な 」 キ

応用 す る 「これ に も使 え そ う」 ↓

〈 出会 う 〉題 材 や 教 材 にっ い て,思 い や イ メ ー ジを もっ段 階 で あ る。 こ こで は,意 欲 が わ く こ

とを 重 視 して い る。 児 童 の と らえ方 は様 々で あ り,そ れ ぞ れ に対 応 す る た めの 選 択肢 が必 要 で

あ る。

〈感 じる 〉こ こで は,自 分 な りの 思 い や イ メ ー ジを具 体 的 な 活動 に移 す 。 自 由な 選 択 を 許 容 し

っ つ,楽 曲 等 に十 分 か か わ らせ,学 習 に見 通 しが もて るよ うにす る段 階。

〈深 め る 〉自分 な りの 思 いを,友 達 との学 習 を通 して 振 り返 らせ,音 楽 的 な価 値 にふ れ させ て

い く。 さ らに,自 分 にな か った 表現 を感 じ,音 楽 観 を 広 げ て い く段 階 で あ る。 ま た,こ こで は

よ りよ い表 現 の 追 求,試 行錯 誤 の くり返 しな ど に よ り,〈 感 じる 〉 との行 き来 も考 え られ る。

〈 め ざす 〉学 習 の 成 果 や 足 跡 を 振 り返 り,成 就 感 を味 わ った り,成 果 を認 あ合 った りす る こ と

で,さ らに新 たな 課 題 へ の 意 欲 を 引 き出 して い く段 階 で あ る。
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【選 択 す る活動 を取 り入 れ た指 導 事 例 】

〔1)題 材 「グル ー プ ア ンサ ンブル を 楽 し も う」(第6学 年,12時 間扱 い)

〔2〕 題 材 の 目標

・楽器 の 特 性 を生 か し,旋 律 の ま とま りや 音 の重 な りを感 じ取 って演 奏 で き る よ

うにす る。

・自 ら選 択 し,お 互 いの よ さを認 め合 い なが ら,楽 し く合 奏 で き るよ うにす る。

〔3〕 教 材(児 童 の 選 択 に よ る)

「君 を の せて 」 久 石 譲 作 曲 「ナ ウ シカ ・レ クイ エ ム」 久 石 譲 作 曲

「海 の 見 え る街 」 久 石 譲 作 曲 「そ して 伝 説 へ … 」 す ぎや ま こ うい ち作 曲

〔4〕学習計画(12時 間扱い)[===]… 選択する活動

時 学 習 活 動 予 想 され る児 童 の意 識 評 価

1 学習の流れ を知 る。 「お も しろ そ うだ な 」

出 「で き るか な 」

ム
写

う 2 持 ち寄 った楽譜 や学校 にあ る 「こん な曲 が い いな 」 自分の思 いを生か そ

楽譜の中から塵 逃 」 「か っ こい い曲 を や りた い 」 う と して い るか 。

/

感 摩 器分担をする・
「や った こ との な い 楽器 をや

じ って み た い な 」 自分 な りの イ メ ー ジ

る で楽器を選択 して い

3 決あた楽器に合わせ 「メ ロデ ィを や って み た い 」 る か 。

爪

陳 譜を工夫し分担する司
「リズ ム は 自分 で 考 え よ う」

Ψ

4 自分な りに 「こん な 表現 もい いな 」 楽譜や演奏の仕方を

1醸 の仕方を工夫する司 工夫 しなが ら練習 し

て い るか 。

5 他 のパ ー トと合 わ せ る。 「自分 だ け な らで きるの に 」

6 グル ー プで 合 わ せ る。 「う ま く合 わ な い そ」
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深 7 合わせてみてiう ま くいか 「メ ロデ ィーが 聴 こえ な い 」 速 さや音量のバ ラ ン

め スなどに気を付 けて
な い と ころ を練 習 す る。

る 練習 しよ うとして い
8 「ま だ練 習 が 足 りな い よ 」

合奏する時に何が大切か考え
る か 。

9 て み る。 「気持 ち を合 わ せ な くち ゃ」

10 グ ル ー プ ご とに演 奏 す る。 「す ごい な あ」 他の グループの よさ

(中間発表) 「あん なや りか た もい い な 」 を認めよ うとして い

る か 。

11 友達や先生の意見を 「あ あ そ うか,わ か ったぞ 」 表現方法 を工夫 し,

取 り入 れ,ま とめ る。 「こ うや れ ば い い ん だ 」 協力 して合奏 しよ う

と して い るか 。

め 12 グ ル ー プ ご とに演 奏 す る。 「や っ た あ」

ざ 「打 楽 器 の リズ ムが か っ こい 他 の グル ー プの よ さ

す い な 」 を感 じ取ろ うとして

い る か 。

学習 カー ドに感想を記入す る。 「今度あの楽器を使 お う」

「歌 も入 れ て み た い な」

〔5〕 考 察

自分 たちで選曲 し,楽 器を決め,ピ ア ノ譜や様 々な編成の合奏譜 などをそれぞれの グル ー

プに合 わせて工夫 し,練 習 してい った。学校 にある楽譜や,家 か ら持 ち寄 った楽譜 の中か ら

選 曲す るに当た って は,グ ル ープ内で意見 をま とあ るの にだいぶ時間がかか った ようで ある。

中には,練 習 を始 めてか ら意見の くい違 いが出て,選 曲 し直 したグループ もあ る。

グループの中で,鍵 盤楽器の得意な児童,リ ズム

楽器 の好 きな児童 など,そ れぞれの思いを尊重 し,

楽器 分担 を した。 そ して,友 達や教師か らのア ドバ

イスを取 り入れ なが ら,個 々に合 った表現 手段,表

現方法 を選んで練習 して い くことによ り,自 分 な り

の満 足感が得 られ,学 習 に対 して これまでよ り積極

的な姿勢が見 られ た。教師の価値観の押 し付けで は

な く,自 分 たちで選択 し,試 行錯誤 してい く中で仕

上が った ことへの喜 びは大 き く,音 楽活動 を楽 しむ

ことがで きると考え られ る。
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【出会 う過程 での指導事例】

音楽 をっ くって表現す る活動 では,児 童が具体的な音楽表現へのイメー ジを持 っている こと

が大切 である。 そこで,音 楽を実際にっ くる前段階に,選 択す る活動 を取 り入れた。題材か ら

受けた印象 を言葉 に置 き換えた り,絵 に描 く活動を し,そ の 中か ら表現す るテーマを選択 し,

児童が題材 をよ り身近 に感 じて表現 で きるように した。

ここでは,冬 の様子を表す言葉 を出 し合 って,そ の中か らグループごとに選択 し,そ の テー

マを絵 で表 した後,図 形譜な どで時間の流れを表 し,楽 器等で即興表現す るもので あ る。本時

は,題 材の イメージをふ くらませ る活動であ る。(第1次)

題材 「冬の様子 を音 に表 そ う1(第5学 年,5時 間扱 い)

題材 の目標 ・冬の様子 を,い ろいろな音や リズムの組合せを工夫 して表現 する楽 しさ

を味わ う。

〔選 択 す る活 動 につ いて 〕

・冬 の様 子 を表 す 言 葉 を 出 し合 い ,表 現 した い 言葉(テ ー マ)を グル ー プ ご とに 選択 す る。

・テ ー マ を絵 で表 す 活 動 の 中 で ,表 現 した い こ とを 出 し合 って 選択 し,描 く。

・どん な 楽器 を使 うか 選 択 す る。

・どん な 楽譜 に表 す か 選 択 す る。

「

〔児 童 の ス ケ ッチか ら〕

「樹 氷 」

c

《

馬

㌔

「なだ れ 」

(60)0

6
。
籐旛鰍

勅

旅

溺
爺
ズ

、つそがt

・

笈主
目

・

い丸ぎ

～1

〔留 意 した こ と〕

・い ろ い ろな 楽 譜 の表 し

方 を提 示 した 。

〔考 察 〕 一 っ の事 象の と

らえ方 は,一 人一 人 実 に

様 々で あ る。 そ の様 々 な

イ メ ー ジを音 と して 表 す

時 に,児 童 の もつ美 意 識

や テ ーマ に沿 って一 っ に

ま とめる力 など,そ の児童 な りの思 いや感性 が,は っきり音楽 とい う形 とな って表れ る。 そ

れが創作の楽 しさであ る。選択す る活動を取 り入れ ることによ り,一 人一人の児童 の持つ柔

らか な感性 は,抑 え られ ることな く自由に発揮 できる。 また,そ の多様 な感性 を共感 を持 っ

て認めて い く教 師の 目が大切で あると考え る。
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【出会 う/感 じる過程で の指導事例】

授 業のなかで,児 童が楽 曲と出会 う時の様子 をよ く見ている と,い ろい ろな反応を しなが ら,

曲趣 を感 じ取 ろ うとして いることに気付 く。 これ を選択す る活動 として位置付け ることで,児

童は 自分 に合 った聴 き方で,楽 曲 と向 き合 うことがで きる。 この ことが,児 童 に とって,自 分

な りのよさを生か して,音 楽活動を楽 しむ ことにっ なが って い くと考えた。

材

材

題

教

題材の 目標

「曲の 気 持 ちを つ か も う」(第1学 年 ,6時 間扱 い)

「あ いあ い」 相 田 裕 美 作詞 宇 野 誠 一 郎 作 曲

「お ば け なん て な い さ」槙 みの り作 詞 峯 陽作 曲

・曲 の 気 持 ちを 感 じ取 って ,聴 い た り表現 した りす る。

・選 択 す る活 動 を通 して ,楽 し く学 習 に取 り組 め る よ うにす る。

〔選 択 す る活 動 につ い て 〕

下 記 の5つ の 聴 き方 を,選 択 肢 と して 提 示 した 。

・じっ と して 聴 く ・手拍 子 を打 って 聴 く ・お さ る(お ば け)の ま ね を して 聴 く

・口ず さみ な が ら聴 く ・指 揮 者 に な った つ も りで聴 く

〔児 童 の 感 想 例 〕

て が い た くな っ た け ど

お も しろ か った 。 「あ

いあ い」 とは や くい う

と こ ろで,た た きか た

を か え ま した 。 こん ど

たい こで や りた い な。

あ と か ら,お ば け と こ

ど もに な って い っ し ょ

に や った ら,げ きみ た

い に な りま した。 お ど

か した り した のが とて

もた の しか ったで す 。

しき しゃ にな った ら し

ょ うこ ち ゃん が お しえ

て くれ て,い っ しょ に

うた って くれ ま した 。

だか ら き ょ うは うれ し

か った で す。

ぜ ん ぶ お も しろ か った

け ど,は ず か しいの も

あ って,え らぶ の が よ

くで き なか った 。 この

つ ぎ にや るの が,ち ょ

っと きめ られ ませ ん。

〔考 察 〕

楽 曲 に対 す る児 童 一 人 一 人 の受 け止 め方 を 尊 重 す るた あ,自 由な聴 き方 を容 認 した。 しか し,

「さあ,自 由 に聴 きな さい 」 と投 げ か けて も,児 童 は戸 惑 うだ けな の で ,選 択 肢 を与 え,そ こ

か ら自分 が 一 番 楽 し く聴 く こ とが で き る方 法 を 選 ば せ た。 その 際,下 記 の よ うな点 に留 意 して

指 導 を 進 あ て 行 った。

・学 年 の 発 達 段 階 を 考 慮 して ,聴 く活 動 の 内 容 を 吟 味 し,数 を絞 って 設 定 した。

・あ らか じあ ,そ れ ぞ れ の聴 き方 を提 示 し,ま ず,一 斉 に活 動 させ た 。

この よ うな手 立 て を 用 い なが ら,選 択 す る活 動 を 設定 した こ とで ,児 童 は楽 しみ な が ら,楽

曲 を 何度 も繰 り返 し聴 こ う とす る様 子 が 見 られ た。 ま た,こ の 活 動 に よ って,全 員 が 同 じこ と

を しな くて もい い こ とを知 り,児 童 は安 心 して 自己表 現 しな が ら,楽 曲 に対 す る思 いを 明確 に

した り,楽 曲 の特 徴 を表 現 に生 か そ う とす るよ うに な った。

な お,こ の よ うな活 動 を低 学 年 で 設 定 す る場 合,扱 う楽 曲 にっ い て は ,児 童 が 活 動 を 選択 し

や す い よ う,旋 律 や リズ ムを 感 得 しや す く,歌 詞 か らイ メー ジを っ かみ やす い もの を用 い る こ

とに よ って,学 習 活 動 を 選 択 して 取 り組 む こ とが 容 易 にな る と考 え る。

一11一



【感 じる一 →深める過 程での指導事例 ①】

日本 の音楽表現 の特 徴が感 じ取れ るようにす る学習に,児 童が選択す る活動 を取 り入れた。

ここで は,児 童が 「うさぎ」を,い ろいろな表現の仕方 で歌 った り,「 ひ らいたひ らいた」

を箏で伴奏 した りす ることによって,楽 器の演奏 に親 しみ なが ら,自 分な りの よさを生か して

音楽活動を楽 しむ ことをね らった。

題材

教材

題材の目標

「日本 の音 楽 に親 しも う」(第3学 年,12時 間扱 い)

「うさ ぎ」 「ひ らい た ひ らい た」

・演 奏 の 形 の選 択 や伴 奏 の 工 夫 を す る こ と に よ って 日本 の音 楽 に親 しむ。

・箏 で簡 単 な演 奏 が で きる よ う にす る。

〔選択す る活動にっいて〕

1音 楽の いろいろな表現の形を取 り入れた 「うさぎ」の歌唱表現を次の6っ よ り選択 した。

・日本音階の和音 によ るピア ノ伴奏 ・能楽(謡 曲)風 無伴奏 ・和太鼓伴奏

て ごと
・フレーズの途中 に相撲 の呼 び出 しの声が入 った演奏 ・歌舞伎風後奏 ・箏 の手事風伴奏

2「 ひ らいたひ らいた」分散和音に よる箏伴奏の形 箏の弦(糸)の 合わせ方

3

糸の番号

児童相 互の表現を認 あ合い,選 択 の活動を通 して次時の活動に生かす。

塾 韓
765

121110

〔考 察 〕 う一さぎ うさぎ ひが_し わかの は一な一

・ 「うさ ぎ」 の表 現 を上 記 の6っ の 中 よ り選択 して歌 う活 動 を続 けて い く うち に ,児 童 は,そ

の表 現 が テ レビ番組 や ゲ ー ム,祭 礼,武 道 な どに み られ る こ と に気が 付 くよ うにな って い った。

そ こで 家族 の演 奏 して い る謡 曲 と似て い る とい う意 見 を もとに し

て 謡 曲 「高砂 」の 鑑 賞 を 行 った。 この よ うな こ とを通 して 日本 の音(伴 奏 の工 夫 例)

楽 表 現 の豊 か さを身 近 な もの と して 感 じ取 る こ とがで きた。

・ 「ひ らい た ひ らい た」 の 箏 の伴 奏 の工 夫 を す る場 面 で ,
ア ルペ ジ オ トレモ ロ 和音

萎

;議ll驚響{1蜂藻

嗣
粧を動かす ことによ 。て音程が変 わ り,奏 法 によ 。て龍

が変わること撫 しながら発見していつた.具 体的には'墨 騨 哩
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【感 じる← →深 める過程 での指導事 例 ②】

和音構成音を使 ったふ しづ くりの学習 に,選 択す る活動を取 り入れた。児童が,自 由に思考

す る中か ら表現 の仕方を選択 し,そ れが グループの 中で も生 かされ る。 この ことによ り,児 童

一人 一人の思 いやよさが生か され,音 楽活動 を楽 しめると考えた。

題材

教材

題材の目標

「和 音 の 響 きを 感 じな が ら表 現 しよ う」(第5学 年,10時 間扱 い)

「静 か にね む れ 」 フ ォス ター作 曲

・三 和 音 の 響 きの 違 いを 感 じなが ら,表 現 した り聴 い た りす る。

・三 和 音 の 響 きを 感 じなが ら簡 単 な旋 律 を 作 る こ とに よ り
,工 夫 して表 現 す

る楽 しさを 味 わ う。

これ は,三 和 音 の 構 成 音 を 使 い,各 フ レー ズ間 のっ な ぎの ふ しを グル ー プで 楽 器 を 使 って工

夫 した り,そ れ を 生 か して 合 奏 した りす る活 動 で あ る。

騨1… 毒藩 輔
{列1)

Si2)巨蝉
「こん な の ど うか な 」

〔選 択 す る活 動 に つ いて 〕

・児 童が ,和 音 を構 成 して い る音 を 使 い,自 由 にふ しづ くりを す る 中で 選 択 す る。

・グル ー プ の 中で 考 え を 出 し,聴 き合 い な が ら表現 を 選 択 す る。

・グル ープ で発 表 す る こ とに よ り ,互 い の 表現 を認 め 合 い,自 分 に取 り入 れ て 次 の 学 習 に生

か して い く。

〔考 察 〕

楽 器 を 前 に して 最 初 は 戸 惑 って い た 児童 も,グ ル ー プ の 中で 友 達 が 実 際 に 音 を 出す の を見 た

り聴 いた りす る う ちに,活 動 方 法が 分 か り,次 第 に グル ー プ内 で 自由 に 表現 しだ した。 本 時 で

は選 択 す る部 分 を 絞 り,ま た 楽 器 も,音 の 位 置 を 目で確 か あ られ る鍵 盤 楽 器 や木 琴,鉄 琴 を使

った。 その た め に児 童 は,経 験 や技 能 に あ ま り左 右 され る こ とな く,い ろい ろ工 夫 して 表現 し,

その 中か ら選 択 した り,グ ル ー プ 内で は友 達 の 演 奏 と比 べ なが ら意 見 を 出 し合 い,表 現 を選 択

した り して ふ しを作 り上 げ て い った。 活動 後 の,「 自由 に考え られ て 楽 しか った 」,「 も っ と

他 の音 も使 って み た か った 」 とい う感 想 か ら も,児 童 は,自 ら考 え 選 択 して い く学 習 を 通 して

主 体 的 に活 動 し,自 分 な りの よ さを生 か して 音 楽 を 楽 しん だ もの と思 わ れ る。 今 後 は,児 童 一

人一 人が 選 択 した表 現 を,よ り音 楽的 に ど う高 め て い くか,ま た,も っ と多 人数 の グル ー プで

活 動 す る場 合,児 童 一 人 一 人 が選 択 した表 現 を グル ー プ 内で ど う生 か して い くか,さ らに研 究

して深 あて い きた い。
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【めざす過程での指導事例】

本事例 は,ア ンサ ンブル活動を通 して,児 童の思いや願 いを生かせ るよ うに題材を計画 し,

選択 す る活動 を取 り入れた事例である。

〔事例1〕(第6学 年1学 期)

5年 生で行 った,曲 の構成や伴奏楽器 ・打楽器の音色を工夫す る リコーダーの2部 合奏に続

くア ンサ ンブル活動であ り,い ろいろな楽器を演奏 してみたいという児童 の思 いや願いを生 か

せ るよ うに配慮 した。

題 材 「ひ ょうしと リズム」(第6学 年5時 間扱 い)

教 材 「ウィーアーザ チャンプ」ARMATH作 曲

題材の目標
・拍子や リズムを感 じ取って,曲 想を生かして表現する。
・友達と協力し,お 互いの表現のよさを認め合 って楽 しく合奏する。

選択する活
動にっいて

・旋律楽器の種類を リコーダーのみから,木 琴 ・鉄琴 ドリコーダー ・ピアノ ・シンセサ
イザーに増や した。 〈楽器(音 色)を 選択する〉
・本題材において,児 童がどの楽器でも担当で きるように,技 術面における配慮を して
編曲 した。 〈技能面の選択の幅を広げる〉

〔事例2〕(第6学 年2学 期)

児童の1学 期の授業後 の感想 や,昨 年度か ら積 み重ねて きた学習経験を生かせ るよ うに設定

した ものであ り,児 童が グループごとに選 曲を し,表 現の工夫をす るとい う学習活動で ある。

題 材 「工 夫 してア ンサ ンブルを しよう」(第6学 年12時 間扱 い)

教 材 組 曲 「フ ァイナルフ ァンタジー」 植 松伸夫作 曲

題材の目標
・旋律のおもしろさや美 しさを感 じ取 り,音 楽の構成要素を工夫 して表現する。
・お互いの演奏のよいところや工夫 したことに気付 き

,認 め合うことができる。

選択する活
動にっいて

・グループごとに選曲できるように教材(6曲)を 準備 し
,児 童の演奏能力に応 じて編曲 した

。 〈発表曲を選択する〉
・グループごとに表現の工夫の仕方(テ ンポ ・強弱 ・音色 ・音の重なり ・リズム等)を

選択できるよっに した。 〈表現の工夫の仕方を選択する〉

〔考 察 〕

事 例1で,い ろい ろ な楽 器 を使 って ア ンサ ンブ ル をす る こ とに慣 れ て き た ため,児 童 の思 い

や願 い は,「 今 度 は違 う楽 器 に挑 戦 して 見 た い。 」 とか,「 グル ー プ ごと に違 う曲 で 発 表会 を

や って み た い。 」 な どに発 展 して きた 。 ま た,児 童 が 選 択 して い く内容 は打 楽器 の み か ら,い

ろ い ろ な旋 律 楽 器,演 奏 す る曲へ と広 が って い った。 そ の た あ,事 例2で は,グ ル ー プ練 習 な

どに も意 欲 を もって取 り組 む よ うにな り,リ ズ ムパ タ ー ン ・テ ンポ ・強 弱 ・楽器 の音 色 な ど ,

自分 た ちの 演 奏 す る曲 に応 じて 選 ん だ り,効 果 音 な ど も付 け 加 えて み た り して,自 分 た ち な り

の 表 現 を 楽 しめ るよ うに な って きた 。 今後 もさ らに ,児 童 が 自信 を もって 表現 で きる よ うに,

児 童 の 実 態 に応 じた系 統 的 な学 習 を 行 って い きた い。
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(2) 児靱 さを生かせるよう,学 習形態に酉溺

選 択 す る学 習 活 動 で は,一 つ の題 材 や,一 一時 間 の授 業 にお い て,児 童 に よ って,そ れ ぞれ 異

な る活 動 も予 想 され る。 した が って,学 習 内容 に 応 じて,児 童 の よ さを 引 き 出せ る学 習 の形 態

を,実 態 に即 して,柔 軟 に 考 え る必 要 が あ る。

学 習 形 態 に は大 き く分 け て,個 別 学 習,グ ル ー プ学 習,一 斉 学 習 が あ る。

個 別 学 習 で は,学 習 の ね らい に 向 か って,そ の 子 な りに 自分 に あ った方 法 を選 び,学 習 す る

こ とが で き る。 した が って,出 会 う段 階で は もちろ ん,そ の後 の 学 習 過程 で も児 童 の 実 態 と活

動 を考 え,適 宜 取 り入 れ て い く形 態 で あ る。

学 習 が 進 む と,個 の 思 い や願 い か ら,活 動 の 選 択 もあ る。 そ こで は個 の学 習 だ けで な く,児

童 が 自然 に集 ま って,教 え 合 った り,認 あ合 った りす る こ と も考 え られ る し,複 数 の 活 動 が 必

要 に な る ことで,グ ル ー プ 学 習 が考 え られ る。主 体 的 に,グ ル ープ で工 夫 し,作 りあ げ る中 で

一 人 とは違 うよ さ も見 つ け
,そ れ を発 揮 して いけ る。

さ らに学 習 が 進 み,個 の 思 い や願 い が全 体 の 場 へ の 反映 を望 めば,一 斉学 習 にお いて,個 と

全体 とが 相 互 啓 発 し合 った り,音 楽 的 感動 を共 有 した りで きる。 ま た,一 斉学 習 は基 礎 ・基 本

を は じめ,児 童 の 思 いや 願 いを 実現 す るた め に も,音 楽活 動 をす る ため に 必 要 な 内容 を 全 体 で

学 習 す る こ とがで きる。 この よ う に一 斉学 習 も学 習 の ね らい や 内容 に応 じて 有 効 な形 態 で あ る

と言 え る。

また,児 童 の よ さを生 か す た め,実 態 に即 して,テ ィー ム ・テ ィー チ ング等,様 々な工 夫 や

試 み を 行 う こ と も考 え られ る。

〈三つの学習形態 にお ける,有 効な活動例 〉

斉

個 」弓lJ

[相互に関係し合う]

グ ノレー プ

二=二蓋 グ ノレ ー プ ゴ固 」 型⊥
・グル ープで演奏す る

・知識を得 る ・聴 く ・イ メージをもっ ・思 いや願いをもっ

・全員で ・練習する ・工夫する ・演奏す る

演 奏す る ・教 え合 う ・認め合 う
・発表す る ・意見交換す る

・聴 き合 う
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【学習形態 を工夫 した指導事例 ①】

グループ学習 を中心 に した授業において も,個 別学習や一斉学習を学習 に応 じて取 り入れ る

ことは必要である。次の事例で は,一 つの題材の中で学習形態が移行 してい く。

題材

教材

題材の目標

学習の計画

「ふ しと和音～和音のひびきを感 じとって 」(第5学 年,8時 間扱い)

「静か にねむれ」 フ ォスター作曲

・和音の響 きの違 いを聴 き分 け られ るよ うにす る。

・和音伴奏を入れた合奏 を し,和 音のひびきを意識 したア ンサ ンブルを楽 し

めるようにす る。

(個別学習を個,グ ル ープ学習を グ,一 斉学習を斉 と表示 した。)

, 学習形態
ね り い 学 習 活 動

個 グ 斉

出 旋律の感 じをっかむ。 ・旋律を曲想 を考え なが ら歌 う。 ○

感会 響 きの合 う和音 をみっ ・和 音 の 種類 を知 り,聴 き分 け る。 ○ ○

じう け る 。 ・旋律 に合 う和音 を選択す る。 ○ ○

る 主 な旋律,副 旋律,バ ・パ ー トの 役割 を考 え なが ら,主 な旋 律 とバ ス

スのパ ー トの役割を知 パ ー トを 鍵 盤 ハ ー モニ カで,副 次 的旋 律 を リ ○ ○

る 。 コ ー ダ ー で,練 習 す る。

深 グループで響 きを聴 き ・グル ー プ ご とに 合 奏練 習 を す る。 ○ ○

あ 合 う 。 (個 人や パ ー トご とに練 習 したの ち,グ ル ー プ

る で 合 わ せ る。)

・中間 発 表 を行 な い ,和 音 の響 きを グル ープ 同 ○ ○

士で互い に聴 き合 い,意 見を交換 して,練 習

方法を考え る。

・グル ープ ご とに合 奏 練 習 を す る。 ○

め きれ いな和音の響 きを ・互 いの 音 を よ く聴 き合 い なが ら合 奏す る。 ○

ざ 意 識 す る。 ・発 表 す る 。 ○ ○

す ・相 互 評 価 を す る。 ○ ○

〔考 察 〕

一 斉 学 習 で ,各 和 音 の聴 き比 べ を した り,旋 律 と和 音 の 関係 を 考 え た り した こ とで,き れ い

な 響 きを 意識 す るよ うに な った。 また,グ ル ー プ練 習 の 前 に 各パ ー トを 階 名唱 し,リ コー ダ ー

や 鍵 盤 ハ ーモ ニ カ で実 際 に音 を 出 して 演 奏す る こ とで,そ れ ぞれ の 役 割 を 知 り,練 習 の 中で 互

い に意 見 を 出 し,教 え合 う こ とが で きた。 そ して,各 パ ー トと 自分 の パ ー トとの 関 わ り方 を学

ぶ こ とに よ り,リ ズ ムを 合 わ す 時 に,バ スの音 を意 識 した り木琴 のパ ー トの 児 童 が 他 の パ ー ト

の音 を聴 いて 音 の 間 違 いを 直 した り して い る様子 も見 られ た。

この よ うに,一 人 一 人 が 自分 の役 割 を意 識 し生 き生 き と合 奏 に参 加 す る たあ に は,グ ル ー プ

学 習 を 中心 に した授 業 の 場 合 で も,知 識 を 得 るた あ の一 斉 学 習 や,技 能 を養 うため の 個 別学 習

を取 り入 れ て い くこ とが 大 切 で あ る。
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【学習形態 を工夫 した指導事例 ②】

3年 生か ら導入 され る リコーダーに,児 童 は大 きな関心を示す。 しか し技能 における個人差

が大 きいので,一 斉学習の形態で は個 々の児童 に対応で きない場合が多い。そ こで,そ れ ぞれ

の児童 に応 じて学習が進め られ るよ うにす るため,個 別学 習を取 り入れ,リ コー ダーを常 時活

動 として位置付 けた。 これ は,リ コーダー曲集の 中の曲を 自ら練習 し,で きるよ うにな った ら

先生 に聴 いて もらうとい うや り方で,合 格 した ら次の曲 に進 む ことがで きる方法 である。

個別学習 では,個 々に応 じた助言がで

き,ま た,児 童が 自分の学習の状況を明

確 に 自己評価で きるので,児 童 は意欲的

に学習を続 け る。 さらに リコーダー曲集

全曲(43曲)が で きるよ うになった児

童は,そ れ以外 の教科書や歌集の 中か ら

好 きな曲を見っけて練習 した り,2人 で

合わせた りす るよ うにな り,表 現す る一

手 段 と しての リコーダーが児童の身近な

存 在 とな った。 児童が,自 分の能力 に応

じて学習で きるので,そ の子 な りのよ さ

を生か した教 師の支援が可能で ある。
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この活動を1年 間積み重ね た後,よ り豊 かな表現を求めて,児 童 自 らが表現方法 を選択す る

活動を取 り入 れた。学習形態 も個 々か らグループへ移行 し,児 童 同士の意見交換 や,聴 き合 う

な どの相互 啓発 によ る学習 によ り,音 楽活動が より一層深い ものへ と発展 す る。

1個別学剖 グループ学習

「こ こが わ か らな い な 」 「友だ ち とあ わ せ てみ よ うか な 」 「こん なふ うに や ってみ た い な」

「や っ た!合 格 した!」 「あ ん なや り方 もお も しろ い な」

「よ し!次 もが ん ば るぞ1」 「ま ね して み よ う」

「み ん なで あわ せ る と楽 しい な 」

〔考 察 〕

グ ル ー プで の 学 習 形 態 は,少 人数 構 成 で あ るた め,よ りその 子 な りの よ さを 生 か せ る場 面が

多 くな る。 さ らに そ こに選 択 す る活 動 を 取 り入 れ る こと に よ り,児 童 の思 いや 願 い が学 習 活 動

に 反映 され,学 習 が よ り活 発 に 行わ れ る。 た だ し,そ れ に はそ れ ま で に培 った 音 楽 的 な能 力 や

音 楽 体 験 に基 づ くこ とが 多 い の で,め あ て に応 じて 学 習 形 態(個 別学 習,グ ル ー プ学 習,一 斉

学 習)を 選 ぶ 必 要 が あ る。 こ こで は個 別 学 習 か らの発 展 と して グル ー プ学 習 を 位 置付 け た が,

全 て の活 動 が 相 互 に関 連 して螺 旋 状 に進 ん で い くこ とが 大 切 で あ る。
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〔事 例〕

題材

教材

題材の 目標

「イ メ ー ジを広 げて 表 現 しよ う」(第4学 年,7時 闇扱 い)

既 習 曲 よ り児童 が 選 択 「小 さな舟 乗 り」 岩 谷時 子 作 詞 羽 田健 太 郎 作 曲

「日本 む か し話 」北 原 じ ゅん 作 曲

「ま きばの こ う し」小 林 純 一 作 詞 川 口晃 作 曲 等

・リコー ダ ー の楽 曲 と即 興 的 な表 現 を 組 み合 わせ て ,イ メー ジを広 げて 表 現

す る。

・お 互 い の 表現 の よ さを 味 わ って 聴 き合 う。

〔学 習の計画〕

ね ら い 学 習 活 動

出 表 現 した い もの の イ ・表現 して み た い曲 を選 ぶ 。

感会 メ ー ジ を も っ 。 ・その 曲 に対 す る イ メ ー ジを ことば で 表 す 。

じ う ・グ ル ープ に分 かれ る。

る 一 人 一 人 が こ う した い ・曲 の イ メ ー ジに合 わ せて 楽 器 を 一 っ選 び ,表 現 を工 夫 し

工
とい うイ メ ー ジに基 づ い て い く。

深 て,協 力 して表現 を工夫 ・既 習 曲 の 表現 方 法 ・楽 器 の選 択 ・リズ ム伴 奏

め す る。
・和 音 伴 奏 ・か ざ りの ふ し ・効果 音

る ・身 体 表 現 な ど

お互いに聴 き合 い,意 ・聴 いて み た い グル ー プ の と ころ へ い って 聴 き合 う。

見を交換 しあいなが ら表 ・毎 時 間1つ の グル ー プ の演 奏 を 聴 き意 見を 交 換 す る。

現の工 夫を練 り直す。 ・中 間発 表 を し,意 見 を 言 い合 う。

め それぞれの発表を聴 き

ざ 合 う中で,よ りよ い表 現 ・学 年2ク ラス合 同 で 発 表 会 を開 き ,お 互 い に聴 き合 う。

す に対す る意欲を もっ。

〔考 察 〕 児 童 は,表 現 方法 を選 択 で きる こ とに 大 変 関心 を 示 した。 イ メ ー ジを 表現 す るた め に

は どん な音 色 の 楽 器 を 入 れ た ら効 果 的 なの か,ど の よ うな方 法 で 楽器 と笛 を 合 わ せ た らよ いの

か な ど,グ ル ー プ に分 か れ て話 し合 い を始 め た と きか ら,そ れ ぞ れ の思 いで 活 発 に 意 見 を 出 し

合 った。 ま た,今 まで 一 人 で 吹 い て い た 曲を グル ー プ数 人 で 合 わ せ る こ との 面 白 さ も手 伝 い,

歌 も入 れ て み よ うか とか,音 を つ くって二 部 に して み よ うか とか,な か に は身 体 表 現 を 取 り入

れ て 表現 して み よ うな ど,児 童 の 思 い は どん どん 広 が って い った。 この と きの 学 習 カ ー ドに は,

そ れ ぞ れ の 児 童 の思 いが 記 され て い る。

・ 「小 さな 世 界 」 は安 心 して ふ け る曲 で す
。・か らだを 動 か す よ うに して,「 私 た ち は こん な

ふ うに 思 って い ま す 」 とい う気 持 ちを知 って も らいた い 。 ・楽 しそ うだ か ら早 くや りた い。

さ らに,ク ラ スの 中 の お互 いの グ ル ープ の聴 き合 いや,学 年合 同発 表 会 で 傾 向 の違 う他 の ク

ラ スの 演 奏 を 聴 き合 う こ とは,新 しい発 見 を す る こ とが で き,次 への 新 たな 意 欲 に つ なが って

い る。 また,こ こで は,イ メ ー ジを 表 現 す る こ とにね らいを お い たの で,楽 器選 択 を 一っ に し

ぼ ったが,ね らい に よ って選 択 で き る もの を 吟 味 す る こ とも必 要で あ ろ う。 また,そ れ ぞれ の

学 習 形 態 も,場 に応 じて有 効 に活 用 して い きた い 。
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【学習形態 を工夫 した指導事例 ③ 】

専科担任 の授業 において は,学 級担任 との ティーム ・テ ィーチ ング も考え られ る。

題材 「日本 の音楽 に親 しもう～みんなのお はや しをつ くろ う～」(第5学 年,9時 間扱 い)

教材 「児童 の創作 による旋律 と リズム」 「管弦楽のための木挽歌」 小山清茂作曲

「子 もり歌 」 〔日本古謡〕および既習教材

題材の 目標 ・いろいろ な日本の音 楽や楽器 に関心を持 ち,理 解 しよ うとす る。

'日 本の音楽の旋律や リズムの特徴を生か して,表 現で きるよ うにす る。

4/9時 の学習 〔和太鼓の指導 を協力 して行 う〕 T1:音 楽 専 科T2:学 級 担 任

ね ら い 学 習 活 動 教 師 の 支 援

即興的にふしやリズムを ふしあそびやリズムあそびを T1:切 れ 目な く続 くよう,留 意す る。

表現できるよ うにする。 す る。(模 倣 ・問答 ・リレー等) T2:拍 感 を感 じるよう,言 葉が けを

す る。

おはや しをイメージして 8拍 のリズムづ くりをす る。 T2:創 作 中の児童に助言 した り,励
リズム をつ くる ことがで ・ことばで つ くった り,ひ ざ ました りす る。

きるようにする。 をたたいてっ くった りする。T1:っ くり上げた リズムを聴き,助
・和太鼓でたたいてみる。 言 した り成果を認めた りす る。

つ くった リズムを聴き合 和太鼓で自分のリズムを発表 T1・T2:児 童が互いの成果 を認 め合

い,よ さを感 じ取 ること した り,友 達の リズムを聴 い えるような,温 か い雰 囲気

がで きるようにする。 た りして,意 見交換をする。 作 りに心がける。

〔考 察〕

和太鼓 は児童 には興味深 い楽器であ るが,た たき方に 自信 がないと,み んなの前で精一杯た

た くことを躊躇す る子 もいる。今回は,児 童 に とってよ り身近 な担任の先生 と一緒 に和太鼓の

学 習がで きる とい うことで,初 めての子 も安心 して楽 しく取 り組んでいた。 さらに リズムづ く

りでは和太鼓 をたた く前 に担任の先生が,や り方のわか らない子 には,拍 の取 り方や,た たき

方等の助言 を した り,自 信の ない子 には,っ くった リズムを聴いて励 ま した り,認 めた りした

その結果,全 員が 自分 な りに工夫 した

リズムを 自信 を もって発表す る ことが

で き,満 足 感を得 られ たよ うだ った。

一人 一人 がそれ ぞれ 自分で工夫 して

つ くる活動 では特 に,そ の子 にあ った

支援 を した り,賞 賛を した りす る機会

がふえる ことが,自 分な りの よさを生

かす可能性 を広 げるので,指 導者が複

数い ることが有効であ ると考え る。

なお,こ の形態で は,指 導計画全般

にかかわ って,共 通理解が必要である。 「こん な リズ ムが で き ま した!」
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(3) 児童の思 いを受 け止 あ るために学習カ ー ドを効果的 に活 用す る

児 童 が よ り主 体 的 に学 習 に取 り組 む たあ に は,自 分 で 考 え,学 習 内容 を ま とめ て い く こ とが

必要 とな って くる。 また,教 師 と して も,児 童 の よ さが 生 か され る よ うに,実 態 を把 握 す る こ

とが大 切 で あ る。

そ こで,学 習 カー ドを 取 り上 げ,支 援 の 仕方 を考 え て い くこ と と した。

① 学習 カー ド使用の 目的

ア 現在の学習の内容や状 況を整理す る。

授業の 中で感 じた ことや,身 に付 けた ことを書 くことによ り,児 童や教師が学 習の状

況 を把握す るこ とがで きるとともに,次 のめあてが はっきりす る。

イ 子 ど もの 思 いが 教 師 に 伝 わ る。

一 人一 人 の 児 童 が
,ど ん な思 いで 学 習 活 動 して い るの か を 知 る こ とが で き る。 この こ

とは,個 々の よ さを 認 め る上 で大 切 な資 料 とな る。

ウ 次の学習への意欲を高め る。

児童は自 らの手で選んだ学習活動か ら,次 時のめあてを確認 し記入す ることにより,

音楽活動 への意欲 を高あ ることがで きる。

一毎時間の学習 内容を まとあ る一

% 曲乞決わた}.楽器の腰 お物2ン教迄

% 曲乞1君彦oせu〈ガ脇縣 猟霧く乞聯危

% 汐じで うフか沢 めん・0んじ切 仔奇燈禾宍鼓 を
」便 フてやフて守rつ,

%
人本鼓 乞便。てグしヤ。7冴局 伽ん協 く

筋め搭いホうな気がし彪。

% 大 夫・歓 感 あ リブな いので ハ ノト重文}ミノかん 尺副 ＼木蓼 ノoか尤 た!ついイ外・6あたン。

%
β 日は 研ん信 で あ 吻修 で詳 たン・い外 とゆ

まくでミレ夜ンけつ12'ヒ3アノノテで℃ξも てしま ラρ
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② 学 習 カ ー ドの 活 用 例

【低 学 年 】

題 材 「曲の 気 持 ちを っ か も う」(第1学 年)〔 事 例P,11〕

低学年で は,な るべ く記入す る量の少ない もので,本 時を振 り返 り,次 時のめあてを持て る

よ うなカー ドが望ま しい と考える。

左下の カー ドは,第 一次,第1時 の終末に用 いた ものであ る。次の学習 に対する思 いが膨 ら

み,早 くも楽曲の拍 感を感得 しっつ ある様子 もうかがえ る。

教師 はこれ らのカー ドによ り,そ れぞれの児童が ど う選択 したのかを確認す ることがで きる。

さ らに,次 時への思 いの記述 により,個 に応 じて具体的な手立 てを用意す ることが で きる。

た とえば,右 下の表 は,座 席表を用いたチ

ェック リス トと して,学 習 カー ドを活用 した

例であ る。ひ とっの題材 を通 して,す べての

時間 ごとに記録す ることによ り,児 童の変容

を確かめ ることがで きた。

が く し ゅ う カ ー ド

1ね ん なまえ

い ち ば ん た の しか った こ と に 、○ を

つ け ま し ょ う。

(

(

(

(

)じ っ と して きい た こ と

)て を た た い た こ と

)お ば け に な っ た こと

)て 一 ぷ と い っ し ょに う た った こ と

())し き しゃ に な った こ と

っ ぎ の じか ん は、 な にが した いで す か 。

○ を つ け ま し ょ う。

()き ょ うえ らん だ こ と の っ づ き

(○)ち が う こ と

ス叉げ い よ＼湾 八 ・、尽 しき

A児1 B児 ℃児一

第 一 次(1) しき しゃ テ ー プ と おば けに

いちばん楽 に な った い っ し ょ な った こ

しか った こ こ と に うた っ と

と た こ と

第 一 次(D ス キ ップ き ょうえ て をたた

次の時間 し しなが ら らんだ こ いてや る

た い こ と うたいた とのっづ

い き

第一次② あま りた たの しか たの しか

今 日は楽 し の し くな っ た っ た

か った で す か った

か

第 一 次(2) けんばん も っと じ が っ きを

次の時間 し は一 もに よ うず に っかいた

た い こ と かでやる うた いた い

い

第二次(D ちが うお しきの ひ かすたね

今 日はどん へやで け と とい っ っ とや す

な ことを し んばん は し ょに や ず で や っ

ま したか 一 もにか りま した た

を した

一21一



【中学年】

題 材 「イ メー ジを広 げて 表現 しよ う」(第4学 年)〔 事 例P.16～17〕

1

宛 ・・
小 ざな世 界

鴫るく楽 しくするた めlo

歌 を歌 う人 き勿 くし拒 ・)

は)キ り 一丹欠 う

蟻螺

ビうセ艶 ・

巻し ゆ 「 、、や

構鱗
迂 認

1麟 臨 轡監叢秘撫
ゆ う こンと 左 きくλ に イ込わ ちよう に し'ヒ篭、

と 腰圭い9… す。毎予}」こ9「蓬}叉う1ヨ鳶1=t9界c擁,う'

ata「 ん 「δog'・SSし く(.一て いkと こ5k

イζ んt=1、 。

楽 曲 に対 す る イ メー ジを し っか り

と持 ち,ま た,工 夫 して い った点 を

明 確 にす る た め,自 由 に こ とばを 書

き込 め る よ うな カー ドを使 用 した。

中学 年 で は,書 くポ イ ン トを

分 か りや す くは っ き りさせ る こ

とに よ り,効 果 的 に学 習 カ ー ド

を活 用 す る こ とがで き る。

また,毎 時 の記 録 に教 師 が 返

事 を 書 くこ とで,そ の 子 に応 じ

た 支援 が 可能 に な り,児 童 の 一

層 の意 欲 付 け に もな る。

3

Q

4

o

ぎ

o

ク'tlし一 『ブ

ヒ・エ ヲミ輪

こ と

(フ"1し 一 フo

こもと の

1咽

ケ 、ル 順フ

の昂4裟 の

葦灘

① まず,一 ・番下 の 「こん な と ころが

す き」の 欄 に 自 らの 曲 に対 す る イ

メー ジ,思 いを 書 く。

(第1時)

② 間 の 葉 っぱ の と ころ に グル ー プで

いろ い ろ と工 夫 して い った こ とを

書 く。

(第2時 ～5時)

③ 最 後 に グル ー プで こ う しよ う と決

め た こ とや グル ープ で の共 通 イ メ

ー ジを書 く。

(第6時)

N、 いn。 ぎ、、、漁

》《ユし い っ 撤qん は、て"

a骸 ちの ξi写Lて・・おs・

苓ご く う ぎくて、・ズ ム か々 槻 硫
の ζ・芝こ 衰ち 、eれ しzM・ ナミ乃、為
(・も弓。va4も

。今 日1ふ ゆ りち ゃんtcSatR-vん こう

tgし ζ 、皿 ご ピ')・ス タこ ドS)'ハ ξル

6、 た,膨 志汚 彦エ 夫 し て 三汁 ま しt=。WVWVV`IYWk"
"壁穿u書,てa悔蔽 ⑳

・畳 ミ後 な ゆz・`'(・ ・1δ.セ ・・い,塁3藍 ・

π鰯 稽撒雛 替臨
pv'¢ELゐt)… 露3・@
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【高学 年 】

題 材 「グル ー プ ア ンサ ンブ ル を楽 し も う」 (第6学 年) 〔事 例P.8～9〕

練 習 の よ う す

曲名[1毎 の 見 える 街]

この 曲に した理 由

聞 いマ い7い い恩 じカペすうか ら

自分 の パ ー ト[エ レ ク ゐ 一 ン]

この パ ー トに した理 由

メ ロティー が ひぞ斥 い か ら

や ってみて良か ったところ

帝 ん翫 生 懸 命 ヤ ,た,
・リ コ ー ター{7り ㌧ぎ 斥

.
'子ナん 〆『 ゼ

いろ いろ 教 え 合 り た 。や
っ て み て 大 変 だ った と こ ろ

・「ノコーダニとtebか な か う#<あ わか 〃、た

こ と.

読 癬 嚢 ご苑島 かと労＼た・

・速 さ ・音 邑

易

塗 員 ブ 合 あ せた.ワ コーダLの

音 が あまソ閉Oえ ・な 〃＼ た け ど
、

う孝く グ き た.

ワ 人 プ ・合 わ セ た.ヒ 。ア ノ の

影 す ん かご い な く ア 、

ちょ ッ と、 ぬ'ナ た 曲'て な.ノ ……
。

彩
中 間 発 表.今 度 は 、音 量 を

う{まく 調 節 しノ≒…い マρnす。

け ワこ う ラ〈斉く7㌧ き 葦 乙7≒ 。'

%
者 量 ・ 調 節 ぞ 悼 ぐ

でぞれ た.猟 々 あん∫1デ習 乙声.

高 学 年 で は,自 分 で 考 え,見 通 しを 立 てて 学 習

して い くこ とが 可能 とな って くる。 そ こで,強 い

関 心 ・意 欲 を持 ち,よ り主 体 的 に学 習 に取 り組 む

よ うにす るた め に,上 記 の形 式 の 学 習 カ ー ドを活

用 した。

「練 習 の よ うす 」 に学 習 の 状 況 を 記 入 す る こ と

で,毎 時 間 の 学 習 内容 が 整 理 で き,次 時 へ の あ あ

て を持 つ こ とが で き る。

第1時 の 選 曲 す る活 動 か ら第12時 の 発表 まで,

毎 時 間書 い て い くこ とに よ り,学 習 の 流 れが 分 か

り,一 人 一 人 の 児 童 の活 動 が 把 握 で き るの で あ る。

また,カ ー ドの左 半 分 の 項 目(右 記 の カー ドも

同 様)か らは,児 童 の 思 いが 伝 わ り,こ の題 材 を

通 して 何 を学 ぶ こ とが で き たか が 把 握 で きる。

グル ー プ学 習 で は,こ れ らの カー ドか ら個 々の

様子 を 見取 り,評 価 の 資 料 と して い く こ とが 効 果

的 で あ る。

曲名[君 を の セ ーて⊃]

この曲に した理由

よ く知 ・召 ゐ り＼う
。

自分のパ ー ト[バ ス マ ス タ ー]

この パ ー トに した理 由

「

ダ ンホ イザー行 進 曲 乙 岱 尺 ア1ηx'

¢ 留 ぞ戴繰 型鴛 できる昭,た.
今 ま ごのよ うに 不 臼 由 ク罵

少 な ほ η・・5。

や って み て大 変 だ った ところ

な カ＼な か全 景 じツフぐAカ＼合 わな か入

同 じ 楽 ・器 ㌍ な`、 わ臓 鼠5よ うに

期 慕叢 こ誓 霧 た・
.全 イ本 で'Cま 一FヤイAを.カ ロえftr」

[f～うフτ・!ず 臭 δ、の ま 『5りw、 ヤ㌧プ ハ 所!こ

1そ フcつ1プ た.
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皿 研 究 の ま とめ と今後 の課 題

1研 究のま とめ

研究主題,「 自分 な りの よさを生か し,音 楽活動を楽 しめる児童を育てる指導の工夫」 に

迫 るため,「 児童が選択す る学習活動 」を副主題 と して,学 習過程 に選択 する活動を取 り入

れ た授業,児 童 のよさを生かす学習形態,児 童の思いを受 けとめ るたあの効果的 な学習 カー

・ドの活用方法 について研究を進めて きた。 その結果,以 下の ことを成果 として得 ることがで

きた。

・学習過程 に選択す る活動を取 り入れ た授業の工夫 によ って,児 童は,自 分の音楽 に対 す る

思 いや願 いが尊重 され,積 極的に課題 を見っけた り,自 分に合 った学 び方がで きた り して

自信 を もって活動す るよ うにな って きた。

・児童 のよさを生かせ るような学 習形態の工夫をする ことによって
,協 力 した り,お 互いの

よさを認 め自分の表現 に生かそ うとした りす る学 習態度が育 って きた。

・教 師が,様 々な場面で児童のよ さを認 めよ うとい う評価観 に立 って,支 援や指導をす るよ

うにな った。

・児童 の思 いを受 け止 めるたあの効果的 な学習 カー ドの活用方法を工夫す るこ とにより
,児

童理解が深 ま り,児 童のよ さを引き出 し,生 かせ るよ うな支援や評価 の糸 口がっかめた。

2今 後の課題

研究を通 して多 くの成果を得たが,次 のよ うな課題が残 った。

・学習 カー ドの活用法 など児童理解の方法 につ いて さらに研究を深め る
。

・児童が,自 分 な りのよさを生かせ るよ うな教材の開発を行 う。

・児童が,音 楽 を楽 しみ なが ら,さ らに豊か に展開す るために必要な技能 ・知識 を自 ら身 に

付けていける学習方法を さ らに追究す る。

・学 習活動 や学習形態 に応 じた教 師の支援の在 り方 を さらに工夫す る
。

・自分な りのよさを生か しなが ら
,音 楽 的な資質の向上 を図 るたあに必要 な音楽科 におけ る

基礎 的 ・基本 的能 力 を身 に付け る ことを学習内容 として,明 確か っ系統的 に位 置付 け た

年間指導計 画を作成す る。

・児童のい ろいろな音楽表現の よさを感 じ取 り
,そ れを認 め られ るよう,教 師 自身の感性を

磨 き続け る努力を して い く。

今後 これ らの残 された課題 を解決す るため,研 究を継続 し,深 めて行 きたい。
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